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一般化された分類は見当たらなかったが，本研究
では，いずれも試行錯誤を促す授業全体の枠組み
がみられた。加えて，議論を活性化させる子ども
のグルーピングが鍵となっていることが分かっ
た。
■子どもの気づきと学び合い
子どもたちは，最初，手探りの状態からスター
トする。実験を行っていく中で事例①では実感を
伴いながら学び，個々が感じたことや考えたこと
を他の子どもに伝えていた。そのことで１人での
学習では気がつくことのできない知識を共に身に
つけていたのだろう。事例②では，相手が何を伝
えたいのか汲み取り，さらに分かりやすい言葉に
言い換えることで全体が知識を共有していく姿を
見ることができた。また，事例③では一人の子ど
もが疑問に思ったことを実際に実験し，全員で疑
問を解明していく姿も見られた。事例②③では，
周りにいる子どもたちの考えが良い刺激になり，
子どもたちは様々な視点から物事を捉えて学んで
いった。事例⑤では，分からない子どもに対し，
周りにいる子ども同士で教えあう姿が見られた。
観察したいずれの『学び合い』の授業でも，先
行研究で示されているように，子どもたちが主体
的に実験に取り組むだけでなく，それぞれの子ど
もの気づきを友達と共有したり，アイデアを出し
合ったりしている姿が見られた。
■授業進行中の教師のかかわり
谷中・西川（２０１０）は，『学び合い』の授業の
冒頭において，必要とされる教師のかかわり方を
９つ挙げている。その分類に従うと，今回の研究
では授業の導入部分に「みんなが目的を共有す
る」「教師が指導を控える」「みんなを求める課
題」といった教師のかかわりが見られた。
ただ，今回の研究では，谷中・西川の研究とは
別に，展開部分でも様々な教師の有効的なかかわ
りが確認できた。事例②では教師が「煙」という
注目すべき現象を言葉に出すことで，子どもたち
がさらに学びを深めていく姿を観察する事ができ
た。事例③ではグループ内での学びに限界が来て
しまったときに，「他のグループを参考にしても
良い」ということを伝えた。そのことで，子ども
たちが主体となりお互いに協力しながら実験を進
めていくことができた。事例④，⑤では一人の疑
問を教師が答えるのではなく，みんなで解決して
いくよう声をかけた。そのことによって，子ども
だけでは十分に汲み取られることの無かった，一
人の疑問に焦点を当て，協力しながら実験を進め
ていくことができた。
教師のかかわりは，冒頭の言葉がけだけでな
く，子どもたちが試行錯誤を繰り返す実験の展開
過程においても重要な役割を果たしていた。子ど
もの問いかけに対して答えを伝えるのではなく，
さらに学びを深めていけるような言葉がけや疑問
を投げかけることが重要であった。
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